
令和４年６月 24日（金）

奄美市立住用小学校 移動講座のまとめとお礼



授業者 第５，６学年担任 教諭 湯之谷 裕美
１ 教 科 算数科

２ 単元名 ５年 小数÷小数 ６年 分数÷分数

第２時（全11時間） 第２時（全８時間）

３ 目 標（赤字：数学的な見方や考え方に関わる箇所）

５年

わり算のきまりを活用し, 整数÷小数の筆算の仕方を理解する
ことができる。さらに，練習問題や応用問題に取り組み，理解を深
めることができる。

６年

言葉の式や数直線，図，式を用いて単位分数やわり算のきまりに
着目し，分数÷分数の問題場面や計算の意味について考え，複数の
考えから共通点を見出す活動を通して，計算の仕方について理解す
ることができる。

軽・・・指導の重点・・・重



１ 目標の明確化
５年生
前時に，学習課題と学

習問題を設定しておきま
した。【ガイド学習】

６年生
前時の終末でつぶやいた疑問「かける数の分子の１はどこ

にいったのか？」を基に学習課題，問題を設定しました。
【子供の思いや願いを大切にした学習問題の設定】

分子の１はど
こにいったのか
な。
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今日は筆算でしたらどう
なるか考えるんだったね。

同時進行

前時との比較

わり算だけどかけ算になおして計算していいのかな？１だとはっ
きりしないから１でない場合を考えよう。【めあての必然性】

問いかけ
分子の３は計算して

いくとどうなるかな？
【解決の見通し】



２ 山場の工夫①
５年生
わり算のきまりに着目

させるために，子どもが
考えた筆算の方法とは違
う方法を提示し、比較さ
せて「なぜ間違っている
か。どうすればよいだろ
うか。」と問いました。
【数学的な見方・考え方
の広がりと深まり】

６年生
一人で考える場の確保
【ワークシートを使って個別の学びの充実】同時進行

間違っている理由は？ みんなで考える。

奥：５年生

手前：６年生



３ 確かめ・見届け（５年）山場の工夫②（６年）

５年生
間違っている理由

を根拠にしたまとめ
【確かめ・見届け

での自己評価（納得
感の高揚）】

６年生
具体物を基に立式し，共通点を考えて思考の一般化

同時進行

etc…

問いかけ
分子の３は計算していくとどうなるかな？

問いかけに対する考え
分子の３は分母に

なって分母の４は分子
になっている！逆数を
かけてる！

ポストテストへの
取組

椅子にすわるのを忘れる
ぐらい夢中に！
考える楽しさ！わかる喜び

手前：５年生

奥：６年生



４ 山場の工夫③（６年）※５年生は前スライドと同じ

６年生
式でも共通点が使えるかを検証

先生！逆数をかけた
ら整数になります！

わる数が整数に直せたら，みん
なは計算できるけど，どうしたら
整数にできるかな？

５年生の黒板か
ら６年生の黒板へ
【計算のきまりの
活用】

具体と抽象を行き来
して，数学的な見方や
考え方を広げ，深める

～見方・考え方を働かせる子ども～

「わられる数とわる数に同じ数をかけ
ても商は変わらない」という規則性に
着目して分数÷分数を考える姿が見ら
れました。



５ 確かめ・見届け（６年） 子どもにとっては・・・思考の整理整頓
教師にとっては・・授業評価と授業改善

共通点を基に，自分た
ちでまとめました。

今回の授業では･･･数学的な見方・考え方の広がりと深まりを目指して
多様な考えを統合して思考の一般化！（帰納的な考え）
〈分数÷分数の概念の拡張〉
・ わる数にわられる数の逆数をかける。
・ わる数とわられる数に同じ数をかけてもよいと
いうきまりが分数÷分数にも適用できる。

見方・考え方を働かせたくなるような思考の過
程を設定することで，物事を論理的に考える，多
様な考えを用いて探求するといった算数のもつ本
質的な学びを子供たちに味わわせることができた。
今後は，複式学級における学びの質を高めるた

めに，学習内容，学習活動の精選が必要である。

授業評価・授業改善



６ 矢印や同じ意味をもつ数字をつなげて思考の見える化（構造的な板書）

５年

６年

双方矢印の教
具を使って学び
方（比較）を自
然と身に付けさ
せる。

複式のよさと学びのよさの実感
意図的・計画的に
学習内容を活用



学びをつなげる工夫→学ぶ楽しさの実感へ①

主体的な学びを促す設営（学
びの引き出し）
同領域の既習内容を整理し，

子どもが必要な時に必要な情報
を選択できるようにしました。
→知識・技能を活用する楽しさ

６年生が４年生
の学習内容を確認



学びをつなげる工夫→学ぶ楽しさの実感へ②
主体的な学びにつながるワークシートにするために･･･
視覚的にとらえやすく具体と抽象を行き来して考えられるようにしました。
（左：５年 右：６年）

相関関係を視覚的に
捉えやすくしました。
【特別支援教育の観点
からの支援】

間接指導が長くなった場合にも対
応できるように練習問題を設定しま
した。

式や気付いたことや共通点を書く欄を設け，学び方が身に
つくようにしました。

具体と抽象の行き来



複式授業を支える

授業中，準備していた板書計画とガイド進行表，学習進行計画表



相互の学びのステージ

授業者

行 政職 員

校内研修の充実

後継者の育成

授業力の向上

教師の学び

カリキュラムマネジメント

目指す子ども像の具現化 校内研修への評価・指導

組織力の向上

校内研修の充実【模擬授業】 校内研修の充実【事前授業】 校内研修の充実【移動講座】

学校教育目標の具体化



成果と課題

成 果
１ 複式学級のよさを生かして異学年の学習内容を関連付けた指導を行うことにより，数学的な見方や考えたかを働かせる姿
が見られた。【複式学級における見方・考え方の働き】

２ 意図的に前時で新たな問いを生み出させておくことで子供の思いや願いにそった学習問題の設定をすることができた。
【切実感のある学習問題の設定（目標の明確化）】

３ 子供たちが見通しをもって学習ができるように，中心となる問いかけや掲示物，ワークシート，進行表の準備がなされて
いた。【解決への道筋を描き，問いかけをもって進める学習（山場の工夫）】

４ 子供たちが，思考を通して得られた知識や技能を基に定着を図ることができた。
【自己有用感や自己肯定感をもてるように他者からの称賛を得たり，自己評価したりする場の設定（確かめ，見届け）】

５ 行政との連携を深めることで，具体的な指導を受けることができ，校内研修の充実につながった。
【職員の意識の向上と連携の強化】

６ 授業者の授業力が実践を通して向上した。【職員のモチベーションと資質の向上】

課 題
１ 間接指導時に，問題が早く終わった子供への対応を考えておく。【事前の指示】
２ 複式学級における学習内容の精選が必要である。【学習内容の重点化】


